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要　　約

本研究は，青年期の大学生を対象にバックパックなどの携行物の保持時と非保持時での足部状況を浮き
趾の趾数，母趾角度，接地面積で測定することで，身体的な負荷としてどのような影響があるのかを明ら
かにすることを目的とした．研究デザインは，観察的横断研究で行い，対象者には質問紙法を行い，足部
はフットルック社のフットルック ® を用いて調査した．調査期間は，令和 3 年 10 月 14 日～ 10 月 29 日で
あった．その結果，対象者 248 名中 85 名を対象とした．対象者の平均年齢 19.9 歳（SD1.3 歳），性別は，
女性 78 名（91.8％），男性 7 名（8.2％），体格は平均の BMI20.5（SD2.5）であった．普段の履物は，スニー
カー 69 名（81.2％）と最も多く，携行物は，バックパックが 62 名（65.3％），トートバックは 31 名（32.6％）
の順であった．携行物の重量は，平均 5.12㎏（SD1.91㎏）で最大値 10.6㎏，最小値 1.4㎏であった．右足は，
携行物の非保持の時が保持している時よりも浮き趾が多く，左足では携行物の影響はなかった．したがって，
携行物の保持時と非保持時による足部状況の変化は，右足でのみに保持している時よりも保持していない
時の方が浮き趾が多い傾向であったが，母趾角度，接地面積には変化はみられなかった．
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緒言

大学生の健康課題として，女性では他の年代
に比して運動習慣がないこと，歩数が少ないこ
とから 1），活動量低下に伴う姿勢の安定性低下
が危惧される．特に自然に立つ姿勢は長期にわ
たる生活習慣の中で形成されると考えられ，生
活行動が影響するといわれている 2）．大学生は，
普段からバックパックなどの荷重のかかる鞄を
保持することで立位バランスが不安定になりや
すく，それは足部の状況が影響しやすいと考え
られた．これまで筆者は，幼児を対象に足底状
況の調査を行い，浮き趾や内反足が 70％以上い
て生活様式と関連することを明らかにした 3）．
浮き趾の事例では，足趾把持力や床面からの感
覚入力の低下により，重心移動能力，動的バラ
ンス，歩幅，歩行スピードの低下といった運動
障害が出現するといわれている 4）．そこで，足
部の状況は，幼少期を通して青年期までも同様
の課題が継続している可能性もあると推察した．

先行研究では，20 歳代の女性で 7 割近くが足
のトラブルを抱えていたり 5）, 大学生を対象と
して転倒リスクにつながる外反母趾の角度を測
定し靴の種類との関連をみたが有意な関連はな
かった 6）などの報告がある．大学生を対象にし
た爪のトラブルとフットケアに関する調査 7）で
は，女性の 80％，男性の 50％に冷えなどの足の
症状や足病変があることと足病変がある人ほど
フットケアを行っていたこともわかった．この
ように大学生は，足部に何らかの問題を抱えて
おり，それは女性に多いことが明らかとなって
いた．

さらに大学生が携行しているバッグ等による
影響として，若年健常者を対象に斜めがけバッ
グを通常の持ち方時と非通常時で立位バランス
を測定し通常の持ち方の方が身体動揺が少ない
こと 8），若年女性を対象にバッグの種類と携行
方法による姿勢への影響からバックパック（リッ
クサック）の方が他の鞄より痛さの負担が少な
いという報告 2），鞄の使用状況ではシュルダー
バッグが 46％と最も多く，次にトートバッグで
あり，鞄の重さは平均 4.66kg と重い鞄を携帯し
て長時間の通学をしていることで身体への負荷
となっていること 9）などがあった．しかしこれ
らの多くは抄録にとどまっており，詳細な報告
には至っていない．

そのため，青年期の大学生を対象としたバッ
クパックなどの携行品による身体的な負荷の中
でも姿勢を支える足部にどのような影響がある
かまでは十分に明らかになっていない．また，
足裏を専用のスキャナーを用いて観察すること
で，足部を数値化でき，細部の変化が評価しや
すいと考えた．これらのことから本研究では，
足部状況の評価として，浮き趾の本数，母趾角度，
接地面積に着目することとした．またこれまで
浮き趾，母趾角度に関連した報告 3）4）6）はあるが，
接地面積に着目した報告はほとんど見当たらな
かった．足底の接地面積は，立位時に関わらず
身体を支える基盤となる．阿部らは，片足の足
底接地面積が体表面積の 0.74％であり，片足全
面接触面積では 1.01％で 10）あることを報告して
いる．足底の接地面積は体格による影響はある
ものの足部の形態などによって接地比率も変動
しやすいと考えた． 

そこで，本研究は，青年期の大学生を対象に
バックパックなどの携行物の保持時と非保持時
での足部状況を浮き趾の趾数，母趾角度，接地
面積で測定することで，身体的な負荷としてど
のような影響があるのかを明らかにすることを
目的とした．

研究方法

1．調査期間
令和 3 年 10 月 14 日～ 10 月 29 日

2．研究対象者の選定
対象者は，A 大学の看護学科の 1 年～ 4 年ま

での学生 248 名とした．選定方法は，メールを
通して，調査内容と日程を提示し参加の案内を
連絡し，メールで調査に協力できると返答した
学生を対象とした． 
3．調査方法
1）研究デザイン：横断的観察研究
2）�調査手順：メールを通して，調査日程を提示

し参加の案内を連絡し，対象者の募集を行っ
た．調査日には，属性，履物，足部等に関す
る自覚症状に関する回答を Google Forms を
用いて留め置き法で行った．その日のバック
パック等の荷物の重量を測定した．足部を
フットルック社のフットルック ® を使用し
た．測定方法は，フットルック ® 上の表示
に合わせて素足で立ち，真正面を注視し数回
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足踏みをして姿勢の安定を確認したところで
足底部を撮影し，携行物である鞄の保持時と
非保持時の 2 回測定した．測定には，フット
ルック ® 上で静止して 20 秒程度を要した（写
真 1）．

3）�調査項目：対象者の年齢，性別，身長，体重，
通学時間，アルバイトの有無・時間，足のト
ラブル等，普段の履物，鞄の種類（バックパッ
ク，トートバッグなど），鞄の重量について
尋ねた．フットルック ® による足型を印刷
後に確認する項目は，浮き趾の本数，母趾角
度と小趾角度，接地面積（％）など 4 項目を
測定した（図 1）．

母趾角度は，外反母趾の判定に使用されてお
り，本研究では，岡村ら 11）の判定基準を基に，
母趾角が 15°以内を正常，15 ～ 25°を外反母趾
軽度，20 ～ 40°を外反母趾中度，40°以上を外反
母趾重度とした．なお，小趾角度は参考値とした．
接地面積は，足裏の総面積のうち足部がどの程
度接地しているかの比率を示す．しかし，これ
まで接地面積の明確な基準値はないため，足底
の接地面積の区分として，50％未満，50％台，
60％台，70％以上の 4 段階とした．
4）分析方法

属性の年齢，身長，体重，身長・体重より
BMI を算出，履物，通学時間，アルバイト、
足トラブルの内容，鞄の種類，鞄の重量を単
純集計した．足部の状態は，浮き趾の趾数，
母趾角度と小趾角度，接地面積（％）の 4 項
目の数値を携行物の保持時と非保持時で正規
性を確認後に対応のある t 検定で比較を行っ
た．浮き趾の趾数を，なし，1 ～ 2 趾，3 ～
4 趾，全ての 4 段階に分け，母趾角度を外反
母趾の程度として，外反母趾なし，軽度，中
度の 3 段階とし，接地面積を 50％未満，50％
台，60％台，70％以上の 4 段階とし，各段階
と左右の比較をχ 2 検定を用いて実施した．
非保持時の状況で浮き趾，外反母趾，接地面
積（％）の関連を多重コレスポンデンス分析
で視覚化して解析した．有意水準は 5％に設
定し，IBM SPSS 25.0 for Windows を用いて
統計的検定を行った．

5）倫理的配慮
研究内容，対象者にとって回答しなくても

不利益にならないこと，途中で中断してもよ
いこと，成績には反映されないこと，個人が
特定されないこと，研究内容および研究結果
の公表について口頭および書面で説明し，回
答は強制でなく自由意思とし，Google Forms
による回収をもって同意が得られたとみなす
ことを説明した．なお本研究は、研究者の所
属する長崎県立大学の研究倫理審査委員会の
承認を得て実施した（承認番号；486）．さらに，
申告すべき COI はない．
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結果

対象者 248 名中，87 名の回答があった（回収
率 35.0％）．そのうち，2 名が調査の当日欠席で
最終的に 85 名であった（有効回答率 98.0％）．
1. 対象者の概要

対象者の平均年齢 19.9 歳（SD1.3 歳），性別
は，女性 78 名（91.8％），男性 7 名（8.2％），体
格は平均の BMI20.5（SD2.5）であった．大学の
通学時間は，平均 40.5 分（SD32.4 分）で，アル
バイトは，平日の平均時間は 7.1 時間（SD28.6
時間），休日の平均時間は 5.0 時間（SD2.9 時間）
であった．普段の履物は，スニーカーが 69 名

（81.2％），次にバレエシューズ・フラットシュー
ズ 9 名（10.6％），サンダル 4 名（4.7％）の順であっ
た．足部に何らかのトラブルがある者は 45 名

（53.0％）であり，トラブルない者は 40 名（47.0％）
であった．足部トラブルは，巻き爪や陥入爪な
どの爪部は 53％中の 16.6％，足の冷えや痛みな
どの足部の症状がある者は 53％中 36.4％であっ
た．携行物は，バックパックが 62 名（65.3％），トー
トバックは 31 名（32.6％）の順であった．携行
物の重量は，平均 5.12㎏（SD1.91㎏）で最大値
10.6㎏，最小値 1.4㎏であった（表 1）．
2. 携行物の保持時と非保持時による左右の比較

浮き趾（右）は，携行物を非保持時で平均 3.0
趾（SD1.8 趾）と保持時で平均 2.6 趾（SD1.7 趾）
で有意差がみられた．浮き趾（左）は，携行物
を非保持時で平均 2.8 趾（SD1.7 趾）と保持時も
同様であった．母趾角度（右）は，携行物を非
保持時で平均 10.4°（SD5.5°）と保持時で平均
10.6°（SD5.1°）であった．母趾角度（左）は，
携行物を非保持時で平均 8.9°（SD4.6°）と保持
時で平均 9.4°（SD4.6°）であった．小趾角度（右）
は，携行物を非保持時で平均 12.8°（SD5.1°）と
保持時で平均 12.5°（SD5.2°）であった．母趾角
度（左）は，携行物を非保持時で平均 12.8°（SD4.6
°）と保持時で平均 13.0°（SD4.7°）であった．
いずれも有意差はなかった．接地面積（右）は，
携行物を非保持時で平均 59.2％（SD9.4％）と保
持時で平均 59.4％（SD9.6％）であった．接地
面積（左）は，携行物を非保持時で平均 59.5%

（SD9.4%）と保持時で平均 59.4
%（SD9.6%）であった．いずれも有意差はなかっ

た（表 2）．
3. 浮き趾，外反母趾，接地面積の左右の比較

浮き趾，外反母趾，接地面積の携行物の保持
時と非保持時ではほとんど違いがなかったため，
携行物の非保持時の左右差を比較した．

浮き趾のなし，浮き趾 1 ～ 2 趾，3 ～ 4 趾，全
て浮き趾の 4 群と左右差には関連があり，右側
に全て浮き趾が多い傾向であった．外反母趾の
なし，軽度，中度の 3 群と左右差にも関連があり，
右側に外反母趾が多い傾向であった．接地面積
の 50％未満，50％台，60％台，70％以上の 4 群
と左右差にも関連があり，右側に 50％台が多い
傾向であった（表 3）
4. 外反母趾、接地面積、浮き足趾の多重コレスポ
ンデンス解析

右足のモデル要約の結果から，Cronbach のα
が 0.675 と 0.322 を合わせて 0.997 とかなり高率
でモデルの適合性を示していた．接地面積 50％
台および 50％未満と浮き趾 3 ～ 4 趾や浮き趾全
てが近似しており，外反母趾なしもまとまって
いた（図 2）．

左足のモデル要約の結果から，Cronbach のα
が 0.575 と 0.407 を合わせて 0.982 とかなり高率
でモデルの適合性を示していた．接地面積 50％
台および 50 ～ 60％台と浮き趾 3 ～ 4 趾と外反母
趾なしが近似しており，まとまっていた（図 3）．

考察

本研究の対象者は，平均年齢 19.9 歳で全学年
の学生が参加した．BMI の平均は，20.1 と普通
体重で標準的 12）であった．性別は，女性が 9 割
以上を占めていた．大学までの通学時間は，平
均 40.5 分と長い時間を要しており，携行物を保
持する時間も同様に長いと考えられた．アルバ
イトは，平日の平均時間は 7.1 時間（SD28.6 時間）
と SD が大きいため，個人差があることが推察さ
れた．普段の履物は，スニーカーが 8 割以上を
占めており，大学生にとって身近な履物である
と考えた．調査時期が 10 月で気温が低くないこ
とから，バレエシューズ・フラットシューズや
サンダルが 1 割程度いたと考えられた．足部に
何らかのトラブルがある者は 53.0％であったが，
大学生 439 名を対象とした調査で女性に 80％以
上であった報告 7）よりも少なかった．携行物は，
バックパックが 6 割以上と最も多く，次にトー
トバックであったが，女子学生 50 名を対象とし
た調査 2）では，トートバックが 52.4％，次にリッ
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● 外反母趾【右】3 段階
▲ 設置面積【右】4 段階
□ 浮き足趾【右】4 段階

● 外反母趾【左】3 段階
▲ 設置面積【左】4 段階
□ 浮き趾     【左】4 段階
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クサック 23.5％と異なる結果であった．携行物
の重量は平均 5㎏以上で，1.4㎏～ 10.6㎏と分布
しており，同様の調査 2）に比して，対象者の携
行物の方が重かった．本研究の対象者が看護学
科という特性上，看護技術の演習等があるため
教科書や参考図書，資料などの携行物が多くな
りやすく携行物の重量も重くなっていたと推察
された．
１．携行物の保持時と非保持時による足部への影
響

浮き趾は，全くなしが右足で 8.2％，左足で
7.1％と 1 割にも及んでいなかった．平均 20 歳代
の健常女性を対象とした調査 13）では，両足では
あるが，両足とも趾が完全に接地している者が
33.3％，接地が不完全である者が 34.9％，両足
とも全く接地していない趾がある者 31.7％の発
生率であり，同年代に比して浮き趾がない者が
3 分の 1 程度の低さであり，本研究の対象者は，
浮き趾が多い集団といえた．さらに，同調査 13）

では，浮き趾による足趾巧緻性や静的バランス
能力への影響は少ないが，足趾の把持力や柔軟
性は低下しやすく，足趾柔軟性を高めるフット
ケアや足趾把持力トレーニングが有効である可
能性を報告している．本研究対象者には，特に
浮き趾が多い傾向があるため，看護技術でもあ
るフットケアを自身で積極的に実践することで，
足趾の柔軟性に効果が出ると推察した．

右足は，携行物の非保持の時が保持している
時よりも浮き趾が多く，左足では携行物の影響
はなかった．右足の方が全て浮き趾の者が多い
傾向なので，携行物のない自然な立位時で不安
定になりやすかった可能性が考えられた．

母趾角度および小趾角度の平均値は，いずれ
も標準的な角度で，携行物の保持時と非保持時
での違いはみられなかった．携行物を持っても
一時的な負荷がかかる程度では，母趾角度およ
び小趾角度の位置に変化を及ぼすまでには至ら
ない可能性が考えられた．母趾角度からみた外
反母趾の者は，左足では 6％程度，右足で 14.2％
おり，右足に外反母趾が多く左右で異なる割合
であった．女子大生を対象にした調査 14）では，
外反母趾の学生は足関節の背屈制限が原因とな
り立位時の足圧の中心が後方となり，歩行時に
おいても後方に重心が移動しやすいと推察され
ており，外反母趾の学生の立位姿勢のバランス
の不安定さが危惧された．

接地面積は，いずれも 59％程度で，左右差も
なく，携行物の影響はなかった．女子看護学生
を対象にした調査 15）では，足底部面積に対する
接地面積の割合が，平均 52.3％であり，女性が 9
割以上を占める本研究の対象者とほぼ同程度の
比率といえた．外反母趾は，中足指節関節の部
位で，母趾が第 5 趾の方向に外反位をとる前足
部の変形であり， 扁平足も足底のアーチを支持
する筋や靭帯の弱化によってアーチの破損が生
じた状態であり，いずれも接地面積は大きくな
る要因といえる．そこで本調査では，接地面積
が 70％以上が左右とも 15％程度いることから，
接地面積の割合が高いほど，外反母趾や扁平足
など足部の異常を伴うことが多いと推察される
ため，1 割以上の学生が足部に何らかの障害を
もっている可能性が示唆された．
２．浮き趾，外反母趾，接地面積の関係性

携行物を持たない状況での右足は，接地面積
50％台および 50％未満が，浮き 3 ～ 4 趾や浮き
趾全て，そして外反母趾なしとも関連があるこ
とから，接地面積が 50％程度では浮き趾が多い
が外反母趾などの前足部の変形などの傷害は少
ないと推察された．ただし，浮き趾が多いことは，
立位保持による安定性が確保しにくい可能性も
あるため，足指訓練が浮き趾の予防や改善に有
効であるという報告 15）を踏まえた啓発教育も必
要と考える．

携行物を持たない状況での左足は，接地面積
50％台および 50 ～ 60％台と浮き趾 3 ～ 4 趾と
外反母趾なしに関連があることから、接地面積
が 50 ～ 60％程度では，浮き趾が多い傾向である
が外反母趾などの前足部の変形などの傷害は少
ないと推察された．左足は，浮き趾全てと接地
面積 50％および 60％と関連がないため，浮き趾
が多さとの関連は断定できなかった．そのため，
右足の方が左足に比して，接地面積は 50 ～ 60％
とおおむね同程度であるが，浮き趾の趾数の影
響を受けやすい特徴がみられた．

本研究の限界は，対象者数が 85 名であったた
め，携行物の保持時と非保持時の比較による差
異が出にくかった可能性がある．今後は，サン
プルサイズを増やして，同時間ではなく調査日
時を変えて携行物保持の状態を一定時間確保し
た上で非保持の状況と比較するなどの工夫が必
要といえる．さらに，足底の接地面積については，
標準値などの参考値がないため本研究結果を評
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大学生のバッグパックなどの携行物を持っている時と持っていない時の足部への影響
―浮き趾，外反母趾，足底の接地面積の視点から―

価することは限定的であった．しかし，今後も
接地面積を評価していくことで，個人の体格に
よる影響を受けることなく足部の状況を把握で
きる指標になると考える．

結論

大学生を対象とした携行物の保持時と非保持
時による足部状況の変化は，右足にのみに保持
している時よりも保持していない時の方が浮き
趾が多い傾向であったが，母趾角度，接地面積
には変化はみられなかった．

さらに，足底の接地面積の 50 ～ 60％台の対象
者は，浮き趾が多い傾向がみられるが，外反母
趾などの障害とは関連がないという特徴が明ら
かとなった反面，接地面積が 70％以上では外反
母趾や扁平足などの足部の異常を持っている可
能性も示唆された．

本研究に協力いただいた大学生の皆さまには，
深く感謝いたします．

なお本研究は，令和 3 年度学長裁量教育研究
費（研究代表者：大重育美）の助成の一部を利
用して実施した．
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